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『
ぼ
の
ぼ
の
』の
デ
ザ
イ
ン

最
新
刊（
7
月
14
日
発
売
）



『ぼのぼの』カバー
1巻（1987年3月刊）～17巻（1999年7月刊）

『ぼのぼの』48巻

最新刊は、鳥羽水族館で飼育されているキラちゃんと
メイちゃんが登場します。ラッコが3人並ぶカバー絵
がかわいいです。この頁の下、いがらしみきおさんが
朝日新聞に書いておられる年老いた「ヒツジさん」が
出てくるのは、この巻の最後のおはなしです。（赤波江）

（「今回登場するキャラクター」より）

昨年5月の本誌10号に35～47巻の
カバーを載せました。
今回は1～17巻を紹介します。

の
ぼ
の
」
と
い
う
漫
画
を
37
年
間

連
載
し
て
い
る
。
昨
年
描
い
た
第

「
ぼ

4
2
4
話
で
は
、
年
老
い
た
羊
が
ぼ
の
ぼ
の

た
ち
の
森
を
通
る
と
い
う
話
を
描
い
た
。
な

ん
の
た
め
に
こ
の
森
を
通
る
の
か
わ
か
ら
な

い
ま
ま
に
、
ぼ
の
ぼ
の
や
森
の
動
物
た
ち

は
、
そ
の
羊
を
見
に
集
ま
る
。
実
は
そ
の
羊

は
病
気
で
、
毎
年
そ
の
森
に
薬
草
を
食
べ
に

来
る
の
だ
が
、
事
情
を
知
っ
て
い
る
大
人
の

動
物
は
、
今
年
も
無
事
に
来
ら
れ
る
か
ど
う

か
心
配
し
な
が
ら
羊
を
待
っ
て
い
る
。

そ
し
て
羊
が
姿
を
現
し
、
み
ん
な
が
隠
れ
て

見
て
い
る
前
を
ヨ
ロ
ヨ
ロ
と
歩
き
過
ぎ
た
あ

と
、
森
を
守
る
ヒ
グ
マ
の
大
将
が
、
な
ぜ
み

ん
な
で
羊
を
見
に
集
ま
る
の
か
に
つ
い
て
、

「
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す
に
は
、
み

ん
な
い
っ
し
ょ
に
見
る
も
の
が
必
要
な
の

さ
」
と
言
う
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
で
分
断
さ

れ
、
孤
立
化
し
て
し
ま
っ
た
個
人
や
家
庭
や

社
会
へ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
は
あ
っ
た
。

 

朝
日
新
聞
　
2
0
2
3
年
3
月
29
日

い
が
ら
し
み
き
お

「
神
様
の
な
い
宗
教
か
ら
12
年
」
よ
り
抜
粋
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チラシ裏面

チラシ表面

プログラム　B5／4頁

オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン

イプオルガンは大きくわけて三種あります。教会やホールに設置され
る「大オルガン」。小型の箱で持ち運びできる「ポジティフ・オルガパ

ン」（ラテン語のpositum＝置かれる／フランス語のposer＝置く、より）。
肩からかけたり膝に置いて演奏する、移動しながらも弾ける「ポルタティ
フ・オルガン」。ポジティフ・オルガンの組み立てから調律までを、オルガ
ン製作者の解説をききながら楽しめるめずらしいコンサートです。楽しそう
な雰囲気が出るように親しみやすい書体と明るい色を選びました。（赤波江）
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花袋らが登場し、この作家ならではの超絶技巧はあれどいちおう小説ら
しい小説になっていたけど、この「戦後文学篇」は、登場人物は配置さ
れず、作者自身を中心にした語りで、いろんな作品が引用されるスタイ
ル。自分が生きて来た時代を扱うゆえ、より自分に引き寄せて語ること
になったということか。
氏は誰より文学が好きだからこそ、文学につきまといがちな古臭いイ
メージ、エラソーなイメージには敏感で、それを払拭しようとする。そ
のために現代の風俗を持ってくるのが得意。本作ではロックやラップ、
twitterなど。あるいは、内田裕也の発言や、映画『SR サイタマノラッ
パー』に、かつての文学に似た何かを見出す。できるだけ低い姿勢、ド
ヤらない言葉で、文学を掬い取ろうとする手つきがスリリング。

近この人の本ばかり読んでいる。本作は文学史そのものを小説に
した『日本文学盛衰史』の「戦後文学篇」。前作は漱石、啄木、最

高橋源一郎
『今夜はひとりぼっちかい？

日本文学盛衰史 戦後文学篇』
 講談社／2018年

な
誌
名
。
室
内
は
イ
ン
テ
リ

ア
の
こ
と
だ
。「
室
内
」
の

シ
ン
プ
ル

絵
の
表
紙
（
早
坂
信
。
葉
山
の
マ
リ
ー
ナ
）。
文
字
は
レ

タ
リ
ン
グ
。
活
字
の
初
号
や
写
植
の
最
大
級
を
拡
大

す
る
と
、
文
字
の
エ
ッ
ジ
の
ガ
タ
ツ
キ
、
レ
ン
ズ
に

日
下
潤
一

﹁
室
内
﹂
そ
の
1

（
1
9
6
7
年
7
月
号
／
工
作
社
）

メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
・
本
の
デ
ザ
イ
ン

16

知
す
る
。
そ
れ
に
因
ん
で
か
り
に
名
付
け
た
の
で
あ

る
。〉
と
書
い
て
い
る
。

有
名
な
写
真
コ
ラ
ム
に
つ
い
て
〈
な
ぜ
コ
ラ
ム
っ

て
言
っ
た
か
っ
て
い
う
と
、
戦
前
随
筆
と
い
っ
て
た

も
の
を
戦
後
皆
々
エ
ッ
セ
イ
っ
て
言
い
出
し
た
。
エ

ッ
セ
イ
は
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
か
ら
出
た
言
葉
で
、
そ
れ

に
は
根
底
に
思
想
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
「
考

え
」
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
何
の
考
え
も
な
い

随
筆
を
エ
ッ
セ
イ
と
い
う
の
は
僭
称
で
す
。
飾
っ
て

エ
ッ
セ
イ
と
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
我
も
我
も
と

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
に
な
っ
た
。（
略
）
だ
か
ら
エ
ッ
セ

イ
っ
て
言
わ
な
い
。
言
い
た
く
な
い
。〉〈
コ
ラ
ム
に

も
考
え
が
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
コ
ラ
ム
だ
っ
て
烏お

滸こ

が
ま
し
い
け
れ
ど
、
エ
ッ
セ
イ
よ
り
は
そ
の
頃
手

あ
か
に
ま
み
れ
て
な
か
っ
た
ん
で
ま
あ
許
し
て
も
ら

っ
た
。〉〈
写
真
と
く
っ
つ
け
て
、
一
ペ
ー
ジ
、
時
と

し
て
二
ペ
ー
ジ
。
類
の
な
い
も
の
が
で
き
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
っ
て
始
め
た
。〉（『
室
内
』
の
40
年
／
山
本

夏
彦
／
文
藝
春
秋
／
1
9
9
7
年
）
と
言
う
。

こ
の
号
の
写
真
コ
ラ
ム
は
歩
道
橋
だ
。「
歩
道
橋

の
デ
ザ
イ
ン
の
悪
さ
」「
本
来
よ
く
な
い
施
設
。
力

の
な
い
人
間
が
平
ら
な
と
こ
ろ
を
歩
き
、
力
の
あ
る

車
が
坂
を
登
る
の
が
も
の
の
道
理
」「
美
し
い
歩
道

橋
を
、
渡
っ
て
み
た
く
な
る
歩
道
橋
を
つ
く
る
こ

と
」
と
泉
真
也
が
書
く
。
今
や
歩
道
橋
は
路
上
で
無

惨
な
姿
を
晒
し
て
い
る
。
か
わ
り
に
わ
れ
わ
れ
は
地

下
街
や
駅
の
階
段
を
登
っ
た
り
降
り
た
り
す
る
。

だ
け
の
雑
誌
で
は
な
い
。
建
具
も
建
築
も
ふ
く
む
。

（
略
）
新
し
い
読
者
を
さ
ら
に
得
る
に
は
、
改
題
す

る
に
如
く
は
な
い
と
、
思
い
立
っ
た
の
は
、
三
年
前

の
こ
と
で
あ
る
。（
略
）「
青
い
鳥
」
の
作
者
メ
ー
テ

ル
リ
ン
ク
に
、「
ア
ン
テ
リ
ウ
ー
ル
」（
内
部
）
と
題

す
る
脚
本
が
あ
っ
て
、
室
内
と
訳
さ
れ
て
い
た
と
承

もり・えいじろう　1948年、京都府生まれ。関西のタウン情報誌
「プレイガイドジャーナル」の表紙、野外コンサート「春一番」
ポスター、『荷風と東京「断腸亭日乗」私註』（川本三郎 著）、絵
本『おとうさんのうまれた うみべのまちへ』など。

ニーナ・シモン Nina Simone

1933-2003

高
エエで、と言って我が家のステレオでかけ
ていた。聞こえてきたのは不思議な声で独
特の節回しの女性ボーカルでなんかカッコ
よかった。それはニーナ・シモンの「フォ
ービドゥン・フルーツ」というアルバムで
した。それから彼女のファンになり70年
代くらいまではよく聞いていました。
それから35年くらい経ったある日、夜
中に仕事をしていると、ラジオから♫エブ
リワンズ　ゴーン　トゥ　ザ　ムーンと歌
うニーナ・シモンの声が聞こえてきた。次
の日すぐにこの歌の入ったCDを買いに行
きました。

校2年の頃、4歳上の兄の友達が持
って来たレコードを、これ、カッコ

森英二郎
思い出のクリフォード
8

よ
る
歪
み
、
シ
ャ
ー
プ
ネ
ス
の
不

足
が
目
立
つ
。
大
き
な
文
字
は
描

く
。
表
紙
デ
ザ
イ
ン
は
渡
辺
力

（
81
年
1
月
号
か
ら
五
十
嵐
威
陽
）。
67

年
、
最
初
に
勤
め
た
デ
ザ
イ
ン
事

務
所
に
は
レ
タ
リ
ン
グ
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
が
お
り
、
新
聞
広
告
の

見
出
し
な
ど
を
描
い
て
い
た
。

「
室
内
」
を
読
ん
で
い
た
の
は
、

80
年
代
後
半
か
ら
90
年
代
。
表
紙

の
写
真
は
藤
塚
光
政
（
1
9
7
9
年

か
ら
）。
前
回
の
安
藤
鶴
夫
は
、

発
行
人
で
編
集
長
の
山
本
夏
彦
と

親
し
い
常
連
の
寄
稿
者
。

1
9
5
5
年
に
山
本
夏
彦
が

「
木
工
界
」
を
創
刊
、
61
年
4
月

号
か
ら
「
室
内
」
に
。
表
紙
に
は
「
木
工
界
　
改
題

　
室
内
」。
こ
の
改
題
付
き
は
9
月
号
に
も
あ
る
。

「
木
工
界
」
の
最
後
の
3
月
号
に
山
本
が
〈「
木
工

界
」
は
、
次
号
か
ら
、
名
を
「
室
内
」
と
改
め
る
。

（
略
）
木
工
と
い
え
ば
、
人
は
家
具
だ
け
を
さ
す
と

思
い
が
ち
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
木
工
界
」
は
そ
れ

London Books
616-8366　京都市右京区嵯峨天龍寺今堀町22

おおにし・よしたか　1974年、京都府生まれ。京都嵯峨嵐山にある古書店
London Books店主。文芸書を中心に、人文書、美術書、絵本、サブカル
チャーなどを扱う。観光客と地元の人に支えられ営業を続ける。日日読書

大西良貴
21
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投
げ
込
ん
で
き
た
。
1
4
0
キ
ロ
は
な
い
と
思
う
が
、

肝
を
冷
や
す
に
は
十
分
威
力
の
あ
る
ボ
ー
ル
だ
っ
た
。

す
る
と
村
田
は
、
フ
ォ
ー
ク
の
仕
草
を
し
た
」（
小

林
信
也
『
ア
ス
リ
ー
ト
列
伝
』） 

高
校
で
野
球
部
だ
っ
た
小
林
は
、「
ち
ょ
っ
と
う

れ
し
か
っ
た
」。
背
広
姿
の
村
田
が
、
脚
を
あ
げ
て

左
の
お
尻
を
こ
ち
ら
に
向
け
た
。「
バ
リ
バ
リ
の
マ

サ
カ
リ
投
法
」
だ
っ
た
。 

「
目
の
前
で
フ
ォ
ー
ク
ボ
ー
ル
が
フ
ワ
ッ
と
消
え
た

時
、
私
の
意
識
は
一
瞬
、
ど
こ
か
に
飛
ん
で
い
た
」 

小
林
は
な
ん
と
か
ミ
ッ
ト
に
当
て
て
前
に
は
じ
い

た
が
、
マ
ス
ク
も
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
も
な
い
。
こ
れ
は

無
謀
だ
。 

し
か
し
村
田
は
、
す
で
に
次
の
投
球
動

作
に
入
っ
て
い
る
。
ま
た
フ
ォ
ー
ク
、
ま
た
ワ
ン
バ

ウ
ン
ド
だ
っ
た
。 

小
林
は
村
田
に
叫
ん
だ
。「
素
人
相
手
に
ワ
ン
バ

ウ
ン
ド
は
や
め
て
く
だ
さ
い
！
」 

村
田
が
叫
び
返
し
た
。「
フ
ォ
ー
ク
と
い
う
の
は

そ
う
い
う
ボ
ー
ル
だ
！
」 

手
を
抜
く
こ
と
が
村
田
に
は
で
き
な
い
の
だ
、
と

小
林
は
思
っ
た
。 

 

羽
田
の
事
件
か
ら
2
ヵ
月
後
の
2
0
2
2
年
11
月

11
日
、
世
田
谷
区
成
城
学
園
町
の
村
田
の
自
宅
か
ら

火
が
出
た
。
間
も
な
く
消
し
止
め
ら
れ
た
が
、
村
田

は
2
階
リ
ビ
ン
グ
の
床
に
座
り
、
指
に
タ
バ
コ
を
は

さ
ん
だ
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
焼
死
で
は
な
く
一
酸

化
炭
素
中
毒
だ
っ
た
。
そ
の
家
に
妻
子
は
住
ん
で
お

ら
ず
、
一
人
暮
ら
し
だ
っ
た
。
私
と
同
年
同
月
生
ま

れ
の
村
田
が
73
歳
に
な
る
半
月
前
だ
っ
た
。 

せきかわ・なつお　1949年、新潟県生まれ。作家。代表作に
『海峡を越えたホームラン』（双葉社／第7回講談社ノンフィクショ
ン賞）『「坊っちゃん」の時代』（双葉社／谷口ジローと共作・第2回
手塚治虫文化賞）、近著に『人間晩年図鑑』シリーズ（岩波書店）。

本
人
は
無
宗
教
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
で
は
フ
ラ
ン
ス
人
の

ど
れ
だ
け
が
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
世

日界は神
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
最
後
の
審
判
が
必
ず
待
っ
て
い
る 

…
…
と
こ
こ
ま
で
信
じ
な
き
ゃ
宗
教
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
隣
人

愛
を
示
す
だ
け
な
ら
道
徳
と
変
わ
り
は
な
い
。

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
火
災
の
一
部
始
終
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
映
画
。
い
わ
ば
神
視
点
。
徹
底
的
に
調
べ
上
げ
、
一
般
人
が
撮

影
し
た
映
像
も
集
め
、
巨
大
な
セ
ッ
ト
を
建
て
て
燃
や
し
た
。
　

　
噴
煙
が
パ
リ
の
空
高
く
立
ち
の
ぼ
る
。
出
勤
初
日
が
こ
の
火
災

だ
っ
た
若
い
男
女
の
消
防
士
。
野
次
馬
で
道
は
渋
滞
。
隊
員
た
ち

が
重
装
備
で
登
る
狭
い
大
聖
堂
の
階
段
。
屋
根
の
鉛
が
溶
け
出
し

雨
の
よ
う
に
降
り
注
ぐ
。
最
重
要
聖
遺
物
の
「
い
ば
ら
の
冠
」（
キ

リ
ス
ト
が
被
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
）
救
出
は
困
難
を
極
め
る
。
再

現
度
98
%
と
謳
う
本
作
を
観
て
い
る
間
、
何
度
も
「
こ
れ
は
作
ら

れ
た
映
画
な
ん
だ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。
神
視
点
で
見
て

お
ら
れ
た
神
様
も
手
に
汗
握
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

大
聖
堂
も
映
画
も
、
す
べ
て
人
間
が
作
っ
た
も
の
だ
。
き
っ
と

神
様
だ
っ
て
。
神
は
い
な
く
と
も
、
消
防
隊
員
は
職
務
を
全
う
し
、

極
限
状
態
で
相
手
を
信
頼
し
、
自
分
を
信
じ
な
け
れ
ば
事
は
成
せ

な
い
。
混
沌
た
る
世
界
に
形
と
意
味
を
与
え
、
今
日
ま
で
は
び
こ

っ
た
人
間
の
歴
史
を
灰
に
し
て
な
る
も
の
か
。
マ
リ
ア
像
が
涙
を

流
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
カ
ッ
ト
が
白
々
し
く
感
じ
る
ほ
ど
、

人
間
へ
の
礼
賛
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
だ
。

伊
野
孝
行

続

いの・たかゆき　1971年、三重県生まれ。イラストレーター。第44回
講談社出版文化賞、第53回高橋五山賞。著書に『画家の肖像』『となり
の一休さん』などがある。テレビアニメに「オトナの一休さん」。最新
刊は南伸坊さんとの対談本『いい絵だな』。

24

年
に
も
10
勝
し
た
が
、
40
歳
の
こ
の
年
限
り
で
引
退

し
た
。 

生
涯
2
1
5
勝
1
7
7
敗
、
33
セ
ー
ブ
。
6
0
4

試
合
に
登
板
し
て
先
発
4
3
3
、
完
投
1
8
4
、
完

封
36
。
色
紙
に
「
人
生
先
発
完
投
」
と
書
い
た
。
村

田
の
タ
イ
ト
ル
は
、
最
多
勝
1
回
、
最
多
奪
三
振
4

回
、
最
高
防
御
率
3
回
、
最
多
セ
ー
ブ
1
回
。
落
差

の
大
き
な
フ
ォ
ー
ク
が
主
武
器
だ
っ
た
の
で
、
ワ
イ

ル
ド
ピ
ッ
チ
も
史
上
最
多
だ
っ
た
。 

村
田
は
引
退
後
も
鍛
錬
を
つ
づ
け
て
い
た
ら
し
く
、

2
0
0
7
年
、
57
歳
の
と
き
時
速
1
3
5
キ
ロ
の
球

を
投
げ
、
2
0
1
3
年
、
63
歳
で
も
や
っ
ぱ
り

1
3
5
キ
ロ
を
投
げ
た
と
い
う
。 

そ
れ
よ
り
以
前
の
1
9
9
4
年
、
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ

タ
ー
の
小
林
信
也
は
、
N
H
K
テ
レ
ビ
の
番
組
で
44

歳
の
村
田
の
投
げ
る
球
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

「
軽
く
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
後
、
村
田
が
私
に

座
れ
と
言
っ
た
。
こ
の
相
手
な
ら
大
丈
夫
と
踏
ん
だ

の
だ
ろ
う
。
か
な
り
本
気
の
速
球
を
私
の
ミ
ッ
ト
に

羽
田
空
港
安
全
検
査
場
で
元
プ

ロ
野
球
投
手
の
村
田
兆
治

通
過
し
よ
う
と
し
て
警
報
を
何
度
も
鳴
ら
し
た
。
制

止
し
て
ス
マ
ホ
を
別
に
通
す
よ
う
要
請
し
た
女
性
係

員
の
胸
を
突
い
た
。
そ
の
後
村
田
は
反
省
の
意
を
表

し
て
拘
留
を
解
か
れ
た
が
、
ち
ょ
っ
と
理
解
し
に
く

い
い
き
さ
つ
だ
っ
た
。 

村
田
に
は
安
全
検
査
員
が
何
を
も
と
め
て
い
る
の

か
理
解
で
き
ず
、
行
く
手
を
不
当
に
さ
え
ぎ
ら
れ
た

と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
瞬
間
的
な
放
心
、
い
わ
ゆ
る

「
ウ
ロ
」
が
き
た
状
態
に
陥
っ
た
と
し
て
も
、
72
歳

な
ら
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
で
も
な
い
。 

 

村
田
兆
治
は
1
9
6
8
年
の
ド
ラ
フ
ト
1
位
、
18

歳
で
東
京
オ
リ
オ
ン
ズ
（
の
ち
千
葉
ロ
ッ
テ
・
マ
リ

ー
ン
ズ
）
に
入
団
し
た
。
71
年
に
12
勝
を
あ
げ
て
主

が
逮
捕
さ
れ
た
と
聞
い
て
驚
い
た
の
は
、

2
0
2
2
年
9
月
だ
っ
た
。 

ス
マ
ホ
を
手
に
し
た
ま
ま
ゲ
ー
ト
を

力
投
手
と
な
り
、
フ
ォ
ー
ク
ボ
ー
ル
を

覚
え
た
76
年
に
は
21
勝
し
た
。
し
か
し

82
年
に
右
肘
を
痛
め
、
翌
83
年
、
渡
米

し
て
当
時
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
ト

ミ
ー
・
ジ
ョ
ン
手
術
を
受
け
た
。 

85
年
、
35
歳
で
復
帰
す
る
と
開
幕
11

連
勝
、
年
間
17
勝
5
敗
の
成
績
を
残
し

た
。
中
6
日
、
日
曜
日
ご
と
に
登
板
し

て
勝
ち
を
重
ね
た
の
で
「
サ
ン
デ
ー
兆

治
」
と
呼
ば
れ
た
。
89
年
に
通
算

2
0
0
勝
、
コ
ー
チ
兼
任
と
な
っ
た
90
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な
法
要
の
後
の
、
お
斎
の
場
面
だ
ろ
う
か
。
熱
々
の

風
呂
吹
き
大
根
を
吹
き
さ
ま
し
、
ハ
フ
ハ
フ
と
息
を

つ
き
な
が
ら
の
食
事
風
景
で
あ
る
。

緋
衣
紫
衣
に
川
風
な
び
く
施
餓
鬼
哉

読
み
は
、
ヒ
エ
シ
エ
ニ
・
カ
ワ
カ
ゼ
ナ
ビ
ク
・
セ

ガ
キ
カ
ナ
。
河
畔
で
営
ま
れ
る
施
餓
鬼
会
の
さ
ま
を
、

僧
衣
の
色
に
焦
点
を
当
て
て
詠
ん
だ
。
両
句
と
も
、

句
集
『
草
笛
』
の
う
ち
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）

の
句
か
ら
な
る
「
春
水
抄
」
の
章
に
見
え
る
。
い
ず

れ
も
き
び
き
び
し
た
語
調
の
快
い
、
印
象
鮮
明
な
句

だ
。
同
書
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
の
刊
だ
が
、
麦

人
は
同
じ
年
に
も
う
一
冊
の
句
集
『
紫
陽
花
』
も
出

し
て
い
る
。
相
次
ぐ
出
版
に
は
こ
の
年
、
主
宰
す
る

俳
誌
「
木き

太だ

刀ち

」
が
、
前
身
の
「
卯
杖
」
創
刊
か
ら

数
え
て
三
十
年
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
す
る

意
味
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
同
年
に
は
さ

ら
に
『
木
太
刀
俳
句
選
』
も
上
梓
さ
れ
た
。

高
浜
虚
子
に
よ
る
「
花
鳥
諷
詠
」
の
提
唱
に
明
け
、

水
原
秋
桜
子
の
独
立
、
新
興
俳
句
運
動
の
勃
興
と
続

く
昭
和
一
桁
代
は
、
近
代
俳
句
史
に
お
け
る
充
実
期

と
言
っ
て
よ
い
。
昭
和
七
〜
八
年
に
は
改
造
社
が
明

治
以
来
の
創
作
と
研
究
を
集
大
成
す
る
観
の
あ
る

『
俳
句
講
座
』
全
十
冊
を
刊
行
し
、
同
九
年
に
は
や

は
複
数
を
表
す
接
尾
語
。
何
人
も

の
僧
侶
が
参
列
し
た
比
較
的
大
き

﹁
ば
ら
﹂

は
り
改
造
社
か
ら
初
の
俳
句
総
合
誌
「
俳
句
研
究
」

が
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
木
太
刀
社
も
ま
た
、
先
の
三

冊
以
外
に
も
、
年
刊
句
集
を
逐
次
世
に
問
う
な
ど
、

俳
句
界
の
活
況
に
伍
し
て
い
た
。
現
に
『
俳
句
講

座
』
第
八
巻
の
「
現
俳
壇
展
望
」
で
は
「
ホ
ト
ト
ギ

ス
」
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
十
二
結
社
の
一
角
を
占

め
、「
木
太
刀
の
人
々
と
そ
の
主
張
」
と
い
う
一
文

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
執
筆
は
麦
人
）。
　

だ
が
、
表
面
的
な
華
や
ぎ
と
は
裏
腹
に
、
右
の
文

中
に
紹
介
さ
れ
る
結
社
メ
ン
バ
ー
の
句
や
麦
人
の
二

句
集
を
読
む
時
い
さ
さ
か
暗
澹
た
る
思
い
が
沸
き
立

つ
の
を
抑
え
難
い
。
な
ぜ
か
。
作
品
が
ど
う
し
よ
う

も
な
く
古
い
の
だ
。
ち
な
み
に
『
草
笛
』
は
昭
和
四

〜
七
年
、『
紫
陽
花
』
は
大
正
十
二
〜
昭
和
七
年
の

句
を
収
め
、
さ
ら
に
前
者
は
明
治
三
十
八
年
、
後
者

は
同
三
十
九
年
の
旧
稿
を
加
え
る
。
拙
文
の
冒
頭
で
、

あ
え
て
明
治
三
十
八
年
の
句
を
引
い
た
の
は
、
大
正

末
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
の
本
体
の
部
分
に
感
心

し
な
か
っ
た
た
め
だ
。
正
岡
子
規
や
尾
崎
紅
葉
の
薫

陶
の
名
残
り
ゆ
え
か
、
ま
だ
二
十
代
の
客
気
ゆ
え
か
、

明
治
期
の
句
に
は
認
め
ら
れ
た
緊
張
感
が
、
壮
年
期

の
作
か
ら
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

句
集
の
序
文
や
『
俳
句
講
座
』
の
文
章
に
感
じ
ら
れ

る
の
は
、
麦
人
の
人
柄
の
良
さ
だ
。
嗚
呼
。

東
風
寒
う
鷺
の
蓑
毛
を
渡
り
け
り

揚
ぐ
る
よ
り
早
く
靡
い
て
幟
哉

夏
蝶
や
埃
の
中
を
薬
売

ぼ
ろ
市
や
弥
次
が
股
引
喜
太
が
足
袋

こ
れ
ら
も
ま
た
『
草
笛
』
所
収
の
明
治
三
十
八
年

の
作
で
あ
り
、
明
治
の
俳
句
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な

い
水
準
を
示
す
。
と
は
い
え
こ
れ
で
、
秋
桜
子
や
山

口
誓
子
の
よ
う
な
新
時
代
の
俊
秀
た
ち
に
対
抗
す
る

の
は
難
し
い
。
麦
人
の
力
量
の
限
界
は
す
な
わ
ち
、

紅
葉
や
秋
声
会
が
俳
句
史
的
に
存
在
を
稀
薄
に
す
る

こ
と
を
不
可
避
に
し
た
条
件
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

い
つ
か
ら
だ
ろ
う
、
神
社
の
鳥

居
で
出
入
り
に
二
度
、
必
ず
一

あ
れ
は

礼
す
る
参
拝
客
が
増
え
た
の
は
。
つ
い
で
に
言
っ
と

く
と
、
寺
で
柏
手
を
打
つ
人
も
見
か
け
る
。
あ
れ
は

賽
銭
箱
で
条
件
反
射
す
る
の
か
ね
。

突
然
テ
レ
ビ
の
話
に
な
る
が
、
2
時
間
ド
ラ
マ
が

激
減
し
た
。
業
界
で
は
〈
2 ニ
エ
ッ
チH

〉
と
呼
ぶ
。
ド
ラ
マ

は
金
が
か
か
る
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
は
安
上
が
り
。
そ

れ
が
一
番
の
理
由
で
し
ょ
う
。

か
つ
て
各
局
連
日
競
っ
て
放
送
し
た
。
か
く
言
う

僕
も
稼
が
せ
て
も
ら
っ
た
。
人
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
、

某
週
刊
誌
の
2
H
特
集
の
脚
本
家
ベ
ス
ト
テ
ン
（
そ

の
年
何
本
書
い
た
か
）
で
、
ベ
テ
ラ
ン
峯
尾
基
三
氏

と
並
ん
で
僕
が
栄
光
の
第
一
位
に
輝
い
た
と
か
。
02

年
か
03
年
頃
の
話
で
す
、
確
か
。

で
も
正
直
2
H
は
苦
手
だ
っ
た
。
お
ま
け
に
下
手
、

謙
遜
で
な
く
。
あ
れ
は
ド
ラ
マ
が
書
け
な
い
。
何
故

か
？
　
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
決
ま
っ
て
い
て
、
犯
人
探

し
が
絶
対
条
件
。
今
は
〈
ネ
タ
バ
レ
注
意
〉
が
全
盛

だ
し
、
推
理
小
説
も
誰
が
犯
人
か
の
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ

ド
キ
を
楽
し
む
。
ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
が
『
サ
イ
コ
』

（
60
）
公
開
時
、
映
画
館
へ
途
中
入
場
お
断
り
の
要

請
を
し
た
ら
ヒ
ッ
ト
し
た
と
の
逸
話
も
あ
る
。

僕
は
犯
人
な
ん
か
誰
だ
っ
て
い
い
。
興
味
は
ド
ラ

マ
。
ド
ラ
マ
を
書
き
た
い
。
だ
か
ら
直
ぐ
に
2
H
と

相
性
が
悪
い
と
気
が
付
い
た
。
で
も
稼
が
に
ゃ
な
ら

ん
。
で
、
量
産
し
た
。

2
H
の
主
人
公
は
刑
事
か
探
偵
。
推
理
好
き
の
主

婦
な
ん
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
様
々
。
冒
頭
に
殺
人

事
件
が
あ
り
捜
査
開
始
。
必
ず
ダ
ミ
ー
犯
人
（
ギ
ャ

ラ
の
安
い
役
者
）
が
い
て
疑
わ
れ
る
が
、
殺
さ
れ
る
。

そ
こ
が
お
話
の
真
ん
中
あ
た
り
。
九
時
ス
タ
ー
ト
だ

と
十
時
頃
。
業
界
用
語
で
〈
十
時
ま
た
ぎ
〉
と
言
う
。

他
局
の
番
組
の
替
わ
り
目
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
変
え
さ

せ
な
い
た
め
の
方
策
な
り
。
い
じ
ま
し
い
ね
ぇ
（
九

時
前
に
始
め
る
〈
フ
ラ
イ
ン
グ
・
ス
タ
ー
ト
〉
と
い

う
の
も
あ
る
）。

そ
の
後
色
々
あ
っ
て
主
人
公
は
真
犯
人
（〈
ゲ
ス

ト
主
役
〉
と
称
し
ギ
ャ
ラ
は
高
い
。
勿
論
主
役
よ
り

安
い
）
を
追
い
つ
め
、
証
拠
を
突
き
つ
け
自
白
さ
せ

る
。
こ
れ
ぞ
ご
存
じ
松
本
清
張
『
ゼ
ロ
の
焦
点
』
由

来
の
、〈
奥
能
登
ヤ
セ
の
断
崖
愁
嘆
の
場
〉
で
あ
り

ま
す
。

し
か
し
本
来
一
番
の
ド
ラ
マ
は
主
人
公
で
な
く
、

殺
人
を
冒
す
犯
人
に
あ
る
は
ず
だ
。
殺
し
た
い
と
思

う
の
と
実
際
殺
す
の
と
は
大
違
い
。
ル
ビ
コ
ン
の
河

を
渡
る
ま
で
が
ド
ラ
マ
で
す
よ
。
2
H
で
は
犯
人
の

動
機
や
手
口
を
、
最
後
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
す
る
。
視

聴
者
に
短
時
間
で
理
解
さ
せ
る
た
め
、
複
雑
な
は
ず

の
犯
人
の
葛
藤
は
単
純
化
さ
れ
る
。
肝
腎
の
ド
ラ
マ

は
犯
人
探
し
の
奥
に
隠
さ
れ
て
し
ま
う
。

で
も
視
聴
者
の
興
味
は
犯
人
探
し
に
し
か
な
い
。

視
聴
率
の
折
れ
線
グ
ラ
フ
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
だ
。

今
は
一
分
刻
み
に
視
聴
率
が
出
る
が
、
2
H
の
グ

ラ
フ
に
は
三
つ
の
〈
山
〉
が
出
来
る
。
一
つ
目
は
最

初
の
殺
人
、
二
つ
目
は
〈
十
時
ま
た
ぎ
〉、
最
後
の

一
番
大
き
な
〈
山
〉
は
真
相
解
明
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
で
、
そ
れ
が
済
む
と
グ
ラ
フ
は
谷
底
に
向
か
っ
て

急
激
に
落
ち
て
い
き
ま
す
、
ハ
イ
。

し
か
し
2
H
の
最
大
の
問
題
は
、
何
と
言
っ
て
も

主
人
公
像
に
あ
る
。
刑
事
や
探
偵
、
検
察
官
や
取
締

ま
り
組
織
に
属
し
た
制
服
組
も
多
い
。
常
に
主
人
公

に
正
義
が
あ
る
。
悪
い
奴
ら
は
捕
ま
え
ろ
！
　
悪
い

奴
は
誰
か
っ
て
？
　「
そ
れ
は
我
々
が
決
め
ま
す
」

と
主
人
公
た
ち
は
胸
を
張
る
。
俺
た
ち
に
は
そ
の
権

限
が
あ
り
、
バ
ッ
ク
に
ど
で
か
い
組
織
が
あ
る
ん
だ

か
ら
文
句
は
言
わ
せ
な
い
。

2
H
の
長
年
の
隆
盛
は
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
国
民
に
、

権
威
や
組
織
に
従
順
た
れ
と
刷
り
込
ん
だ
。
そ
れ
で

神
社
の
鳥
居
の
出
入
り
に
二
度
、
必
ず
一
礼
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
僕
の
見
立
て
だ
が
、
ど
う

だ
ろ
う
。

にしおか・たくや　1956年、京都府生まれ。脚本家。代表作に『ガキ
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岡
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パンタが亡くなった。頭脳警察。日本語の
ロックを最初に生で聴いたのは、頭脳警察と
はちみつぱい。二つのバンドを教えてくれた
のは上田賢一。愛称キンタ、「春一番」の福
岡風太らと70年代初期にコンサートやバン
ド活動。上田は2020年に他界。パイプオル
ガンのポジティフには驚いた。パイプの素材
は鉛と錫の合金、15世紀のグーテンベルク
の金属活字と同じ。会場でマチュー・ガルニ
エさんに質問したら頷く。活字はアンチモン
という鉱物が加わる。パイプオルガンの金属
は11世紀頃から。（日下）

息子が蝉の抜け殻をほしがるので、毎朝近くの
公園で収集しながら保育園へ。蝉は雨の日に
しか孵化しないことや、土の中で 7年間眠っ
ていること、蝉の抜け殻を探すコツ、たった 1

ク／1919–2008）によるDANSK社
デンマーク製のチーク製品（トレイ
の上にチーズ用ボードとナイフのセ
ット）です。
トレイには厚さ0.7cm×幅5.5cm
の材を繋いだものが使われています。
わずかに立ち上がった両端がとても
持ちやすく、全体にすっきりと丸み
を帯びた優しい印象です。以前の所
有者はこのトレイをお皿としても使
っていたようで、小さなキズがたく
さん残っています。また、チーズ用

uistgaard（クイストゴー Jens 
Harald Quistgaard／デンマーQ

ボードとナイフは細かな寄木づくり。レンガのように組み合わさっ
た木目のパターンがチーク材の重厚さに動きを与え、印象的な模様
となっています。ナイフの刃をボードに差し込むと一体化するので、
持ち運びに便利です。
幼い頃から手先が器用で手工芸を好み、絵画や彫刻などの美術を
学んだQuistgaardは、自ら制作もこなすデザイナーでした。ヴァイ
キングの文化や風俗から影響を受けたと思われる力強く美しいかた
ちに加え、機転の利いたつくりは、日常的に使うことでいっそう魅
力を感じます。
デンマークのメーカーでは、1940年代から彼のデザインしたカ

トラリーを製造。1954年にはアメリカで創業したDANSK社のチー
フデザイナーに就任し、生涯に渡
って数多くのプロダクトを世に送
り出しました。その数はなんと
4000以上にも及ぶそうです。

週間で死んでしまうことを、こどもの頃
に祖母から教わった。7 年間も土の中っ
て大変そう。神宮外苑の土の中で眠って
いる蝉の幼虫は、樹木が伐採されている
ことを知らない。次の夏はどこで鳴いた
らいいのか。だんだん蝉の鳴かない街が
増えていく気がする。誰もそんな心配な
んてしないのかもしれない。（赤波江）

トレイ＝長さ51.5cm　幅25.5cm　高さ4cm
ボード＝直径13cm　厚さ2.5cm  
ナイフ＝全長20.5cm　刃の幅2.2cm　刃の長さ10.7cm

うおずみ・やすこ
1977年、兵庫県姫路市生まれ。Umwelt  Textiles 
& Objects店主。学生時代にテキスタイルを学ぶ
ため、デンマークへ留学。帰国後、古美術店に勤
めたのち2012年、京都・夷川通にUmweltを開く。

ウンベルト　Umwelt Textiles & Objects
604-0962　京都市中京区夷川通
御幸町西入達磨町588-1

魚住寧子
タイトルレタリング……ヨコカク（岡澤慶秀）
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